
討 

論 

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審

査
の
委
員
長
報
告
を
受
け
て
、

各
会
派
の
代
表
者
な
ど
が
賛
成
、

反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛
同
を

求
め
ま
し
た
。
 

市
長
提
出
議
案
 

男川浄水場 

８ 

○討論 

２１ 

２１ 

２１ 

２１ 

○
『
敬
老
祝
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
』
 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
敬
老
祝
金
の

支
給
要
件
と
額
を
見
直
す
も
の
で
、
高

齢
者
福
祉
費
用
が
増
大
し
、
毎
日
の
生

活
を
守
る
費
用
が
優
先
さ
れ
る
が
、
財

政
回
復
の
折
に
は
元
に
戻
す
こ
と
を
望

む
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
こ
れ
ま
で
支

給
さ
れ
た
敬
老
祝
金
を
一
部
見
直
す
も

の
で
、
高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
他
市
の
状
況
も
勘

案
し
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
日
本
一
愛
知
の
会
　
岡
崎
　
は
、
「
現

在
の
財
政
状
況
は
、
我
慢
し
な
く
て
は

い
け
な
い
時
で
あ
り
、
見
直
し
は
必
要

と
考
え
る
が
、
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
敬

老
を
祝
う
気
持
ち
を
充
実
し
て
欲
し
い
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
平

成
２２
年
の
寿
バ
ス
券
等
の
廃
止
に
続
く

高
齢
者
の
切
り
捨
て
で
あ
り
、
本
多
邸

の
復
元
や
悠
紀
の
里
整
備
な
ど
は
残
し

な
が
ら
、
高
齢
者
の
楽
し
み
を
奪
う
も

の
で
あ
る
」
と
し
、
反
対
し
た
。
 

○
『
平
成
２３
年
度
一
般
会
計
予
算
』
 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
市
税
収
入
に

若
干
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
 

　
年
度
同
様
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
、

緊
急
性
や
必
要
性
を
十
分
精
査
し
た
上

で
「
誇
り
と
安
心
を
も
て
る
住
み
よ
さ

を
次
の
１０
年
に
つ
な
い
で
い
く
予
算
」

と
し
て
編
成
し
、
市
民
福
祉
の
維
持
と

確
保
に
努
め
て
い
る
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。
 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
市
税
収
入
の

若
干
の
増
収
は
見
込
め
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
、

生
活
保
護
費
や
医
療
費
等
の
大
幅
な
増

加
に
対
し
、
今
ま
で
以
上
に
事
業
の
必

要
性
や
緊
急
性
を
精
査
し
た
予
算
で
あ

る
。
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
慎
重
な
配
慮
を
強
く
要
望
す
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
日
本
一
愛
知
の
会
　
岡
崎
　
は
、
「
企

業
収
益
の
回
復
に
伴
い
、
市
税
収
入
が
 

１５
億
円
ほ
ど
増
収
と
は
な
る
も
の
の
、

社
会
保
障
関
係
費
は
そ
れ
以
上
の
伸
び

が
見
込
ま
れ
、
引
き
続
き
非
常
に
厳
し

い
経
済
状
況
の
下
で
編
成
さ
れ
て
い
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
公
明
党
　
は
、
「
義
務
的
経
費
は
、

確
実
に
予
算
付
け
を
行
う
一
方
で
、
政

策
的
な
経
費
は
、
真
に
２３
年
度
に
実
施

が
必
要
な
事
業
の
予
算
付
け
と
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
増
大
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
し
、
よ
り
一
層
の
市
民
福
祉

の
向
上
に
努
力
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
市

と
し
て
も
国
の
補
正
予
算
等
の
情
報
収

集
に
努
め
、
暮
ら
し
福
祉
一
番
の
岡
崎

市
と
な
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
う
べ
き
」

と
し
、
反
対
し
た
。
 

○
『
平
成
２３
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算
』 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
経
費
削
減
に

も
引
き
続
き
の
努
力
が
な
さ
れ
、
収
益

的
収
支
は
２２
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
７
億
５
０
０
０
万
円
の
収
益
改
善
と

な
り
、
１
億
６
０
０
０
万
円
の
黒
字
予

算
と
な
っ
て
お
り
、
評
価
で
き
る
」
と

意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
医
師
を
始
め

病
院
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
２３
年
度

は
当
初
予
算
か
ら
黒
字
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。
今
後
も
厳
し
い
病
院
経
営
が
予

想
さ
れ
る
が
、
更
な
る
努
力
を
要
望
す

る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
日
本
一
愛
知
の
会
　
岡
崎
　
は
、
「
市

民
病
院
の
経
営
方
針
や
経
営
状
態
は
、

良
好
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
理
解

す
る
が
、
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
刻

一
刻
と
変
化
し
て
い
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
変
化
に
注
意
深
く
対
処
さ
れ
た
い
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
公
明
党
　
は
、
「
新
棟
建
設
及
び
放

射
線
治
療
機
器
の
導
入
に
よ
り
、
が
ん

診
療
の
最
先
端
医
療
の
充
実
が
図
ら
れ

る
と
考
え
る
。
更
に
２
次
病
院
や
各
医

療
機
関
と
の
病
診
連
携
を
よ
り
充
実
さ

せ
、
医
療
の
安
全
と
質
的
向
上
を
期
待

す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
２３

年
度
予
算
は
、
新
棟
建
設
な
ど
も
あ
る

が
、
愛
知
県
西
三
河
南
部
東
医
療
圏
が

新
た
に
分
離
さ
れ
ベ
ッ
ド
数
で
６
８
４

床
増
え
、
そ
の
う
ち
６５
床
を
市
民
病
院

で
増
や
す
と
の
こ
と
で
あ
り
評
価
す
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

○
『
平
成
２３
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
』 

　
自
民
清
風
会
　
は
、
「
経
常
利
益
は

　
年
と
同
水
準
が
見
込
ま
れ
評
価
す
る
。

今
後
も
、
よ
り
一
層
経
営
の
効
率
化
を

図
り
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ら
れ

た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
ゆ
う
あ
い
　
　
は
、
「
２３
年
度
も
９

億
円
の
黒
字
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
男

川
浄
水
場
の
建
設
を
控
え
て
お
り
、
更

な
る
自
助
努
力
を
要
望
す
る
」
と
意
見

を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

　
公
明
党
　
は
、
「
市
民
病
院
等
の
重

要
施
設
へ
の
水
道
管
路
の
耐
震
化
や
大

西
配
水
場
２
号
配
水
池
の
耐
震
化
工
事

の
推
進
は
評
価
す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、

賛
成
し
た
。
 

　
無
所
属
・
日
本
共
産
党
　
は
、
「
水

道
事
業
は
経
費
削
減
よ
り
安
全
が
求
め

ら
れ
る
。
事
業
者
選
定
や
契
約
は
安
全

面
を
重
視
し
、
公
開
を
原
則
と
さ
れ
た

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。
 

 

ゆ

き
 

２２
 

２２
 


